
第２期今別町まち・ひと・しごと創生総合戦略概要版

【総合戦略の位置づけ】
第５次今別町総合計画（平成

28年度から令和６年度）の下部
計画として位置づけます。

【町の将来像・まちづくり理念】
町が目指す将来像を第１期総合戦略から継続し

「みんな活き活き 健康長寿 奥津軽いまべつタ
ウン」とし、その実現を目指し着実な推進を図る
ほか、３つのまちづくり理念を継続します。

企画財政課

３つの理念
（１）地域資源を活かし、交流促進でにぎわいを創出するまち
（２）産業を振興し、将来を担うひとを育み、安心して暮らせるまち
（３）みんな活き活き、お年寄りと子供にやさしいまち

人口ビジョン策定後の人口動向と推計人口 第２期総合戦略計画期間内での取り組み成果見込みによる推計人口を1,264人とします。

2014年（平成

26年）

2015年（平成
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2016年（平成

28年）

2017年（平成

29年）

2018年（平成

30年）

出生者数 3 9 6 8 4

死亡者数 ▲ 77 ▲ 67 ▲ 76 ▲ 73 ▲ 73

自然増減数 ▲ 74 ▲ 58 ▲ 70 ▲ 65 ▲ 69
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人口動態（自然増減） 単位：人（青森県の推計人口年報）

2014年（平成

26年）

2015年（平成

27年）

2016年（平成

28年）

2017年（平成

29年）

2018年（平成

30年）

転入者数 59 67 76 67 62

転出者数 ▲ 109 ▲ 95 ▲ 87 ▲ 73 ▲ 101

社会増減数 ▲ 50 ▲ 28 ▲ 11 ▲ 6 ▲ 39
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人口動態（社会動態）単位：人（青森県の推計人口年報）

2010年(平成

22年）

2015年(平成

27年）

2020年(令和

2年）

2025年(令和

7年）

2030年(令和

12年）

2035年(令和

17年）

2040年(令和

22年）

2045年(令和

27年）

前回推計 3,217 2,823 2,463 2,117 1,811 1,538 1,295 1,075

今回推計 2,756 2,332 1,950 1,609 1,306 1,034 798
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国立社会保障・人口問題研究所推計人口 単位：人

2010年(平成

22年）

2015年(平成

27年）

2020年(令和

2年）

2025年(令和

7年）

2030年(令和

12年）

2035年(令和

17年）

2040年(令和

22年）

2045年(令和

27年）

前回推計 3,217 2,823 2,469 2,158 1,898 1,677 1,488 1,319

今回推計 2,756 2,368 2,084 1,834 1,614 1,420 1,264
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今別町人口推計 単位：人

計画期間 2020年（令和２年）度から2024年（令和６年）までの５年間とします。



１．また訪れたいまち促進プロジェクト（社会減対策）

（１）基本目標
新幹線奥津軽いまべつ駅開業を機会に交流促進強化する （３）その他関連する施策
数値目標 ・奥津軽いまべつ駅ＰＲ事業
観光入込客数 ５年間（延べ）75万人 ・四季を通じたイベント開催事業

奥津軽いまべつ駅利用者数 ５年間（延べ）15万人 ・道南自治体等交流拡大事業

（２）具体的な施策
・海峡の家利用促進事業 ・小・中学校宿泊交流促進事業
・文化スポーツ交流促進事業 ・おもてなし応援隊事業

重点プロジェクト

１期総合戦略の施策・事業の流れを踏まえ、
「継続を力にする」という姿勢から基本的枠組
みを維持しつつ、人口減少抑制に向け、「ま
ち」、「ひと」、「しごと」、「もの」の各分
野について、８つの施策の柱、「定住促進対
策」、「健康維持対策」、「子育て支援対
策」、「雇用対策・地域資源活用」、「交流人
口の拡大」「関係人口の創出」、「人材の育
活」、コミュニティづくり」」に設定し、その
実現に向け、第１期から継続し、３つの重点プ
ロジェクトに取り組みます。

２．住みたいまちオンリーワンプロジェクト（社会減対策）

（１）基本目標 （３）その他関連する施策
魅力を感じて定住するまちを創造する ・福祉生活支援事業 ・新規就農者サポート事業
数値目標 ・ビジネス交流拠点事業 ・いまべつ牛販売促進連絡協議会事業
空き家再利用件数 ５年間累計 ５件 ・漁業種苗放流事業 ・街なか商店街賑わい創出事業
町外からの定住者 ５年間累計 10人 ・地場産品消費拡大事業 ・地場産品等販売所支援対策事業

（２）具体的な施策 ・地場産品商品力強化事業 ・町アドバイザー設置事業
・新幹線等通勤・通学支援事業 ・住環境整備事業 ・同窓会等開催支援事業 ・今別サーモン販売促進事業
・お試し住居体験住宅整備事業 ・お試し住居体験事業
・一次産業環境整備推進事業

３．みんなで創る健康活き活きタウンプロジェクト（自然減対策）

（１）基本目標 （３）その他関連する施策
誰もが活き活き健康長寿タウンをつくる ・奥津軽いまべつ駅ＰＲ事業
数値目標 ・道南自治体等交流拡大事業
住民検診受診率 40%（令和２年）→ 45%（令和６年） ・四季を通じたイベント開催事業

（２）具体的な施策
・出逢い交流事業 ・多世代交流イベント事業
・通いの場創出事業 ・住民検診受診促進事業
・あんしん在宅医療（訪問診療）事業

【概 念】

積極戦略ー結婚・出産・子育てなど支援できる
環境を整え地域の若返りと町民の健康増進によ
り長寿を図っていく「自然減」への対策を進め
ます。
調整戦略ーひとの流れを創造すると共に地域内
での就業環境を整え、人口流出の抑制とＵター
ンや移住による「社会減」への対策を進めま
す。

〇4つの施策の基本方向
１ 今別町への新しいひとの流れをつくること

ができる施策であること
２ 今別町における安定した雇用の創出とこれ

を支える人材を育て活かすことができる施
策であること

３ 今別町に暮らす若い世代の結婚・出産・子
育ての希望をかなえる、誰もが活躍できる
地域社会をつくる施策であること

４ 町民の健康を守り、安心して年齢を重ねる
ことができる暮らしを提供できる施策であ
ること

【重点プロジェクトの考え方】


